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全国大学史資料協議会西日本部会�二〇一四年度第二回研究会に参加して

参
　
加
　
記全

国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会 

二
〇
一
四
年
度
第
二
回
研
究
会
に
参
加
し
て

�

井
上　

美
香
子

は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
七
月
八
日（
火
）～
七
月
九
日（
水
）、
広
島
大
学
（
東
広
島
キ
ャ
ン

パ
ス
）
に
て
開
催
さ
れ
た
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
二
〇
一
四
年
度

第
二
回
研
究
会
に
参
加
し
た
。
第
一
日
目
は
、
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
こ
れ
か
ら
の
大
学
文
書
館
」
と
し
て
、
基
調
講
演
「
大
学
文
書
館
像
の
再
構
築

－

広
島
大
学
文
書
館
一
〇
年
の
歩
み
を
通
じ
て

－
」（
講
師
：
小
池
聖
一�

広
島
大

学
文
書
館
長
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
文
書
館
」（
パ

ネ
リ
ス
ト
：
大
濱
徹
也�

筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
西
口
忠
一�
桃
山
学
院
史
料
室
、

武
田
知
己�

大
東
文
化
大
学
教
授
、
司
会
：
小
池
聖
一�

広
島
大
学
文
書
館
長
）、

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
日
目
に
は
、
広
島
大
学
文
書
館
施
設

見
学
会
が
催
さ
れ
た
。

　

二
日
間
と
も
に
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で
、
広
島
大
学
文
書
館
を
は
じ
め
、

諸
大
学
文
書
館
の
取
り
組
み
と
そ
の
最
前
線
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
意
味

で
、
ま
さ
に
、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
文
書
館
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
究

会
で
あ
っ
た
と
思
う
。
以
下
、
研
究
会
に
参
加
し
た
感
想
を
自
由
に
述
べ
た
い
と

思
う
。

充
実
し
た
二
日
間

　

研
究
会
第
一
日
目
は
、
広
島
大
学
学
士
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、
基

調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演�

「
大
学
文
書
館
像
の
再
構
築

－

広
島
大
学
文
書
館
の
歩
み
を
通
じ�

て

－

」
で
は
、
小
池
聖
一
氏
よ
り
、
広
島
大
学
文
書
館
の
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
間

の
歩
み
と
現
在
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ご
講
演
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
法
人
文

書
の
一
元
的
管
理
を
担
う
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

研
究
・
教
育
・
地
域
貢
献
等
と
の
連
携
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
構
築

が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ

れ
か
ら
の
大
学
文
書
館
」
で
は
、
大
濱
徹
也
氏
、
西
口
忠
一
氏
、
武
田
知
己
氏
か

ら
、
学
内
文
書
・
史
料
収
集
の
現
状
と
大
学
文
書
館
の
構
成
員
に
必
要
不
可
欠
な

能
力
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
館
が
直
面
し
て
き
た
問
題
と
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ

た
今
後
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、過
去
の
史
資
料
の
収
集
・
所
蔵
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

組
織
や
機
関
の
活
性
化
を
促
す
と
い
う
大
学
文
書
館
の
新
た
な
役
割
が
提
言
さ
れ

た
。

　

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、「
今
」
を
残
す
こ
と
で
、
大
学
文
書
館
が
組
織
・
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機
関
の
政
策
的
立
案
基
盤
の
提
供

－

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

－

を
担
っ
て
い
く
と
い

う
提
案
で
あ
る
。こ
こ
に
、大
学
文
書
館
の
新
た
な
姿
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

大
学
文
書
館
が
秘
め
る
可
能
性
を
想
像
し
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
基
調
講
演
お
よ

び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
拝
聴
し
た
。

　

夕
方
よ
り
開
催
さ
れ
た
情
報
交
換
会
で
は
、
普
段
な
か
な
か
お
話
す
る
機
会
が

な
い
方
々
と
お
会
い
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
気
軽
に
お

話
が
で
き
る
雰
囲
気
は
、
本
協
議
会
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

研
究
会
第
二
日
目
は
、
広
島
大
学
文
書
館
施
設
見
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
見
学

会
は
、
Ａ
班
と
Ｂ
班
の
二
つ
に
分
か
れ
、
Ａ
班
は
小
宮
山
道
夫
氏
（
広
島
大
学
文

書
館
准
教
授
）、
Ｂ
班
は
石
田
雅
春
氏
（
広
島
大
学
文
書
館
助
教
）
に
案
内
し
て

頂
い
た
。

　

私
は
Ｂ
班
で
あ
っ
た
が
、
は
じ
め
に
、
公
文
書
室
、
公
文
書
分
室
を
案
内
し
て

頂
い
た
。
公
文
書
室
は
大
学
の
公
的
記
録
類
（
こ
れ
ま
で
の
行
政
文
書
と
法
人
化

以
降
の
法
人
文
書
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。
書
庫
内
の
見
学
で
は
、
所
蔵
史
料
の
紹

介
の
他
、
史
資
料
の
保
存
の
た
め
に
書
庫
内
の
環
境
整
備
で
注
意
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
頂
い
た
。
特
に
、
も
と
も
と
書
庫
で
は
な
い
場
所
を
書
庫

と
し
て
利
用
す
る
際
に
直
面
し
た
史
料
の
保
存
環
境
上
の
問
題
と
そ
の
対
策
方
法

等
、
実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
頂
い
た
。
書
庫
の
環
境
整

備
の
実
践
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
中
で
、
史
料
の
燻
蒸
の
難
し
さ
が
文
書
館
関

係
者
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有
化
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
例
や
失
敗
例
、
成
功
例
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
学
本
部
と
文
書
館
と
が
ど
の
よ
う
に
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
大
学
の

公
的
記
録
類
を
収
集
・
管
理
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
運
営
方

法
等
に
至
る
ま
で
詳
細
か
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
大
学
史
資
料
室
を
案
内
し
て
頂
い
た
。
大
学
史
資
料
室
は
、
大
学
関
係

者
の
個
人
史
料
や
広
島
大
学
の
沿
革
に
関
す
る
記
録
等
を
所
蔵
し
て
い
る
。
初
代

学
長
森
戸
辰
男
の
関
係
文
書
で
構
成
さ
れ
る
森
戸
辰
男
記
念
文
庫
、
平
和
学
術
文

庫
、
広
島
大
学
出
身
の
作
家
梶
山
季
之
を
記
念
し
た
梶
山
季
之
文
庫
等
の
文
庫
を

は
じ
め
、
広
島
大
学
の
沿
革
に
関
す
る
記
録
等
を
所
蔵
す
る
書
庫
を
案
内
し
て
頂

い
た
。
い
ず
れ
も
非
常
に
興
味
深
く
貴
重
な
史
料
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
、
梶
山
季
之
文
庫
で
は
、
文
書
史
料
以
外
の
モ
ノ
資
料
の
保
存
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
所
蔵
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ノ
に
対
す
る
良
好
な
保
存
環
境
と
場
所

の
確
保
な
ど
が
一
つ
の
課
題
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

文
書
史
料
以
外
の
モ
ノ
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
保
管
を
ど
う
す
る

の
か
、
所
蔵
場
所
の
確
保
や
受
け
入
れ
の
判
断
基
準
な
ど
は
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
州
大
学
は
現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
移
転
の
進
行
に
伴
い
、
看
板
等
の
モ
ノ
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
保
存
方
法
や
場
所
の
確
保
が
近
い
将
来
の
問
題
と
な
る
こ
と

に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

　

本
見
学
会
で
は
、
朝
一
〇
時
に
集
合
し
一
一
時
三
〇
分
ま
で
の
一
時
間
半
、
広

島
大
学
文
書
館
内
を
案
内
し
て
頂
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
て
も
充
実
し
た
見
学
会

で
あ
っ
た
。
一
時
間
半
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

広
島
大
学
文
書
館
の
所
蔵
史
料
の
紹
介
は
勿
論
、
同
文
書
館
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
実
践
に
つ
い
て
、
と
て
も
詳
し
く
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
い
た
。
参
加
者
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全国大学史資料協議会西日本部会�二〇一四年度第二回研究会に参加して

か
ら
の
数
多
く
の
質
問
に
つ
い
て
も
、
丁
寧
に
答
え
て
頂
き
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

お
わ
り
に

　

本
研
究
会
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
文
書
館
」
に
つ
い
て
、
一
日
目
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
二
日
目
の
広
島
大
学
文
書
館
施
設
見
学
会
を
通
し
て
、

議
論
と
実
践
と
の
両
側
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
文
書
館
が
有
す

る
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
拓
い
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
究
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
尽
力
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
に
は
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
あ
の
充
実

し
た
二
日
間
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
無
し
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
思

う
。
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
ご
用
意
し
て
頂
い
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
い
の
う
え
　
み
か
こ
・
九
州
大
学
大
学
文
書
館
百
年
史
編
集
室
）

　

本
稿
は
、�

平
成
二
六�

（
二
〇
一
四
）�

年
七
月
八
日（
火
）�

に
開
催
し
た
広
島

大
学
文
書
館
設
立
一
〇
周
年
記
念
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ

か
ら
の
大
学
文
書
館
」（
於
広
島
大
学
学
士
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
東

広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
））
で
の
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を

文
章
化
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
の
録
音
テ
ー
プ
を
も
と
に
起
こ
し
た
文
章
を
、
来
賓
・
講
演
者
・
パ

ネ
リ
ス
ト
・
司
会
者
に
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。内
容
の
重
複
や
言
い
改
め
、

余
談
の
削
除
と
い
っ
た
若
干
の
修
正
を
加
え
て
あ
り
ま
す
が
、
内
容
的
に
は

当
日
の
講
演
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

お
忙
し
い
な
か
遠
路
お
越
し
頂
き
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
来
賓
の
寺
田
稔

氏
、
加
藤
丈
夫
氏
、
八
津
川
和
義
氏
、
意
義
深
い
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
展
開
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
濱
徹
也
氏
、
西
口
忠
氏
、
武
田
知
己
氏
、
当

館
顧
問
と
し
て
閉
会
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
平
岡
敬
氏
、
参
加

記
を
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
井
上
美
香
子
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
ま
で
お
越
し
頂
い
た
多
数
の
参
加
者
の

皆
さ
ま
と
本
学
教
職
員
の
方
々
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
島
大
学
文
書
館
）




